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オートマージュ自動水栓
AM-300型 AM-301型 AM-303型
AM-310型 AM-311型 AM-313型
AM-320型
AM-320H型

AM-321型 AM-323型

上記の品番は代表品番です。品番の特定は商品の品番シールをご確認ください。
品番シールの位置は「アフターサービスについて」をご覧ください。

取扱説明書
このたびは当社商品をお買い求めいただき誠にありがとうございました。
ご使用前にこの説明書をよくお読みのうえ正しくご使用ください。
お読みになったあともすぐに取り出せる場所に大切に保管してください。

この説明書に記載されている注意事項は、必ず
守ってください。
不適切な使用により事故が生じた場合、当社は
責任を負いかねますので、あらかじめご了承く
ださい。
転居される場合、次に入居される方にこの説明
書と保証書をお渡しください。

工事店様へのお願い
貴店名ならびに据付引渡し日を保証書にご記入のう
え、お客さまに必ずお渡しください。
また、定期的に交換が必要な部品があることをお客さ
まに必ずお伝えください。
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商品概要

センサーによる自動吐水
⇒P.15

感知距離自動調節機能
⇒P.15
陶器までの距離を自動で感知し、
感知距離を自動で調節します。

水流パワーによる発電で自動吐水
（アクエナジータイプ）⇒P.19

湯と水を簡単に切替できる
『湯水切替スイッチ』（手動・
湯水切替スイッチ付）
⇒P.16

連続で水が出せる『手動スイッチ』
（手動スイッチ付 /手動・湯水切替
スイッチ付）⇒P.16
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100V

100V

アクエナジー

アクエナジー

こんなときは
湯や水が出ない 電源プラグはコンセントに差し込まれてい

ますか？ ー

止水栓または流量調節栓が閉まっていませ
んか？

P.34
P.36

センサー表面が汚れていませんか？ P.22
湯や水の流量が少な
い

止水栓または流量調節栓を全開にしていま
すか？

P.34
P.36

その他お困りごと 「修理を依頼される前に」をご確認くださ
い。

P.32
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各部の名称
湯水切替スイッチ付タイプ

品番によっては図と現状の形状が一部異なります。

流量調節栓

電源コード

湯水切替スイッチ

ポップアップ引き棒

手動スイッチ

センサー

給水チューブ
センサーコード

スイッチコード

コントロール
ボックス

温度調節
ハンドル

サーモスタット

機能部
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ご使用前に
止水栓または流量調節栓を全開にしてください。
下の表を目安に流量をご確認ください。

【最適流量の目安】
ペットボトル500ｍｌをいっぱいにする時間の目安です。
AM-310系 6～9秒
AM-300系
AM-320系
AM-320H系

10～ 15秒

1.	マイナスドライバーなどで止水栓を矢
印の方向いっぱいにまわす。センサー
に手をかざし、水が止まったことを確
認する。

止水栓または流量調節栓を全開にしても流量が不足している場合は、以下
の手順に従って定流量弁を取り外してください。

●単水栓の場合
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3.	コントロールボックスを上方向へ持ち
上げ、ストレーナーと定流量弁を取り
外す。
このとき、水が落ちますので、止水
栓の下に雑巾などを置いてください。

4.	ストレーナーから定流量弁を外し、ス
トレーナーを元の場所に戻す。

5.	コントロールボックスを元に戻し、ク
イックファスナーをはめて、カバーを
かぶせ、ネジを取り付ける。

2.	プラスドライバーでネジをはずし、コ
ントロールボックスのカバー、クイッ
クファスナーを取り外す。
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●サーモスタット付の場合

止水栓
開

6.	【最適流量の目安】(P.4) を参考
にセンサーに手をかざして水を出しな
がら、止水栓で流量を調整する。

7.	センサーに手をかざして水を出し、水
漏れしている箇所がないか確認する。

1.	マイナスドライバーなどで湯側・水側
両方の流量調節栓を矢印の方向いっぱ
いにまわす。センサーに手をかざし、
水が止まったことを確認する。

2.	プラスドライバーでネジをはずし、コ
ントロールボックスのカバー、クイッ
クファスナーを取り外す。
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7.	センサーに手をかざして水を出し、水
漏れしている箇所がないか確認する。

5.	コントロールボックスを元に戻し、
クイックファスナーをはめて、コン
トロールボックスのカバーをかぶせ、
ネジを取り付ける。

6.	【最適流量の目安】(P.4) を参考
にセンサーに手をかざして水を出しな
がら、流量調節栓で流量を調整する。

3.	コントロールボックスを上方向へ持ち
上げ、ストレーナーと定流量弁を取り
外す。
このとき、水が落ちますので、サー
モスタットの下に雑巾などを置いて
ください。

4.	ストレーナーから定流量弁を外し、ス
トレーナーを元の場所に戻す。
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安全上のご注意
•	ご使用前にこの「安全上のご注意」をよくお読みいただき、正しくご使
用ください。
•	ここに示した注意事項は状況により重大な結果に結び付く可能性があり
ます。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守っ
てください。
•	お読みになったあとは、ご使用になる方がいつでも見ることができる場
所に必ず保管してください。

用語および記号の説明
「取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険な状態が
生じることが想定されます。」
「取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うかまたは物的損害のみが
発生する危険な状態が生じることが想定されます。」
「注意しなさい！」( 上記の『警告』、『注意』と併用して注意をうなが
す記号です。必ずお読みになり、記載事項をお守りください。)
「してはいけません！」( 一般的な禁止記号です。)

「分解してはいけません！」

「指示した場所には触れてはいけません！」

「指示通りにしなさい！」( 一般的な行動指示記号です。)

「バスルームやシャワールームなどの水場で使用してはいけません！」

（プラグ抜く）

「電源プラグを抜きなさい !」
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.警告：ヤケドをしないために
小さいお子さまだけでのご使用は避けてください。
※ヤケドやケガをするおそれがあります。

【単水栓の場合】
通水温度は 45℃以上にしないでください。
※水栓が破損し、ヤケドや家財を濡らすおそれがあり
ます。なお誤動作などによるヤケド防止のため、
40℃以下をおすすめします。

【サーモスタット付の場合】
給湯器の給湯温度設定は 85℃より高温で使用しないで
ください。
※水栓が破損し、ヤケドや家財を濡らすおそれがあり
ます。なお誤動作などによるヤケド防止のため、給
湯器の設定温度は60℃をおすすめします。
ご使用になる前に、必ず素手で適温であることを確か
めてください。
※不意に高温の湯が出て、ヤケドをするおそれがあり
ます。
ストレーナーの掃除をする際は、いきなりストレーナー
を緩めずに、必ず流量調節栓を閉めてから行ってくだ
さい。
※湯水が噴き出し、ヤケドや家財などを濡らす財産損
害発生のおそれがあります。

【サーモスタット付の場合】
温度調節ハンドルの表示で湯温を確かめたあと、吐水
してください。
※高温の湯が出て、ヤケドをするおそれがあります。
【サーモスタット付の場合】
温度調節ハンドルを急にまわすと、温度が急上昇する
ことがありますので、ゆっくりまわしてください。
※高温の湯が出て、ヤケドをするおそれがあります。
【サーモスタット付の場合】
給水圧力は給湯圧力以上にしてください。
※正常な温度調節ができなくなり、ヤケドをするおそ
れがあります。
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.警告：発火、感電防止のために
修理技術者以外の人は、絶対に分解したり、修理・改
造は行わないでください。
※発火、感電、故障、破損の原因となります。
※異常動作し、ケガをするおそれがあります。
中性洗剤以外は使用しないでください。
※電気製品ですので、火災、感電の原因となります。

電源プラグや機能部に水をかけないでください。
※電気製品ですので、火災、感電の原因となります。

バスルームなどの水がかかる所や、表面に水滴を生じ
るような湿気の多い場所では使用しないでください。
※発火、ショート、感電、故障の原因となります。
電源プラグを濡れた手で触らないでください。
※感電の原因となります。

雷が発生しているときは、電源プラグに触らないでく
ださい。
※感電の原因となります。
交流 100Ｖ (50/60Hz) 以外では使用しないでください。
※発火、ショート、感電の原因となります。

タコ足配線はしないでください。
※発火の原因となります。

（プラグ抜く）

水栓が故障した場合、コンセントから電源プラグまた
はＡＣアダプターを抜いて修理を依頼してください。
※そのまま使用すると発火、ショート、感電の原因と
なります。
電源コードや電源プラグが痛んだり、コンセントへの
差込みがゆるいときは使用しないでください。
※発火、ショート、感電の原因となります。
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.警告：発火、感電防止のために
電源コードを傷つけたり、破損させたり、加工したり、
無理に曲げたり、引っぱったり、ねじったり、束ねたり、
重い物をのせたり、挟み込んだりしないでください。
※電源コードが破損し、発火、ショート、感電の原因
となります。
コードを傷つけたり、破損させたり、加工したり、無
理に曲げたり、引っぱったり、ねじったり、重い物を
のせたり、挟み込んだりしないでください。
※コードが破損し、発火、ショート、感電の原因とな
ります。
電源コードと他のコードを一緒に束ねないでください。
※発火、ショート、感電の原因となります。

電源プラグにホコリがたまらないよう、定期的に電源
プラグを抜き、乾いた布でホコリを拭き取ってくださ
い。
※電源プラグにホコリなどがたまると、湿気などで絶
縁不良となり、火災の原因となります。
電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに必ず
先端の電源プラグを持って引き抜いてください。
※発火、ショート、感電の原因となります。
電源プラグをコンセントに差し込むときは、根元まで
十分差し込んでください。
※発火、ショート、感電の原因となります。
異なる種類の乾電池や新旧の乾電池を一緒に使用しな
いでください。
※漏液、破裂、発火、発熱、機器の故障の原因となり
ます。
乾電池を充電しないでください。
※漏液、破裂、発火、発熱、機器の故障の原因となり
ます。
乾電池を分解・加工・改造しないでください。
※漏液、破裂、発火、発熱、機器の故障の原因となり
ます。
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.警告：発火、感電防止のために
乾電池を水の中に入れないでください。
※漏液、破裂、発火、発熱、機器の故障の原因となり
ます。
乾電池を加熱したり、火の中に投げ入れないでくださ
い。
※漏液、破裂、発火、発熱、機器の故障の原因となり
ます。
乾電池を強制放電しないでください。
※漏液、破裂、発火、発熱、機器の故障の原因となり
ます。
乾電池の液が漏れたときは液をきれいに拭き取ってく
ださい。万一、液が体についたときは、水でよく洗い
流してください。漏液した乾電池は使用しないでくだ
さい。
※漏れた液が残っていると、故障の原因となります。
乾電池を機器に使用するまでの間、または機器から取
り外して保管するときなどは、風通しが良く乾燥した、
あまり温度の上がらない場所に保管してください。
※湿度が高いと乾電池に露 (水分 )がつき、ショート
することがあります。また、高温下に長い間放置さ
れると性能が低下します。

. .注意：正しくご使用いただくために
水道水および飲用可能な井戸水以外は使用しないでく
ださい。
※商品の内部腐食により、漏水、発火、ショート、感
電の原因となります。

※飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水
の水質基準に適合する水をいいます。
衝撃を与えたり、もたれかかったりしないでください。
※破損してケガをしたり、漏水、故障の原因となります。
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. .注意：正しくご使用いただくために
吐水口先端に重い物を下げたり、力をかけたりしない
でください。
※摩耗・変形などで部品の寿命が短くなり、漏水の原
因となります。
水の出口をふさいだ状態で使用しないでください。
※吐水口部から水が浸入し、家財などを濡らす財産損
害発生のおそれがあります。

直射日光の当たる場所では使用しないでください。
※誤作動により、予期せぬ事故の原因となります。

感知範囲内に障害物が入らないようにしてください。
※誤作動により、予期せぬ事故の原因となります。

【サーモスタット付の場合】
月 1回は、温度調節ハンドルをまわしてください。
※温度調節ハンドルを長期間まわさずに使用すると、
サーモスタットに水アカなどが付着し、温度調節機
能が損なわれるおそれがあります。
メッキのハガレはそのまま放置せずに、修理依頼をし
てください。
※はがれたメッキやキズでケガをするおそれがありま
す。修理依頼はお買い求めの取扱店または LIXIL 修
理受付センターへご連絡ください。

（プラグ抜く）

長期間使用しないときは、電源プラグを抜いてくださ
い。
※誤作動や故障などによる予期しない事故の原因とな
ります。

（プラグ抜く）

雷予報が出たときは、雷が発生する前に電源プラグを
コンセントから抜いてください。
※雷の影響により故障の原因となります。
※雷が発生しているときは、電源プラグに触らないで
ください。感電の原因となります。
定期的にガタツキがないか確認してください。
※部品破損によりヤケドやケガをしたり、漏水で家財
などを濡らす財産損害発生のおそれがあります。
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.注意：凍結防止のために
凍結のおそれがあるときは、凍結予防の措置を行って
ください。
※変形したり故障して、漏水の原因となります。
※凍結による破損は保証期間内であっても有料修理と
なります。
凍結のおそれがある場合は、水栓周囲の温度が氷点下
にならないようにしてください。
※水栓が凍結すると部品が破損し、漏水の原因となり
ます。配管部などに保温材を巻いてください。
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ご使用方法

温度の調節
【サーモスタット付の場合】
サーモスタットの温度調節ハンドルを図の
ようにまわすことで温度調節ができます。
安全ボタンにより「40」の表示でハンドル
が止まります。40°C以上の湯を出したい
ときは、安全ボタンを押しながらハンドル
をまわしてください。

給水温度は季節を通じて一定ではありません。この温度変化によりハ
ンドルの位置と吐水温度が合わなくなることがあります。
一年を通して快適にご使用いただくために、給湯器の設定温度を「夏
は低め」「冬は高め」に設定することをおすすめします。

水を出す・止める

●センサーで水を出す
吐水口の下に手を差し出すとセンサーが感
知し水 (湯 )が出ます。手を引くと1～２
秒後に止まります。
1分間出し続けると自動的に水 (湯 )が止
まります。
再び水 (湯 )を出したいときは、一度手を
引き、再び手を差し出してください。

センサーは、赤外線を透過してしまうガラス製品は感知できません。ま
た、ステンレス製及びメッキを施したものも感知しないことがあります。
手動スイッチをご使用いただくか、感知範囲に手をかざしてご使用くだ
さい。
センサーに付着した汚れによる誤感知を防ぐために、センサーに手が触
れるような至近距離では感知しない仕様です。水が出ないときは、セン
サーから少し離れた位置に手を差し出してください。
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	 感知距離自動調節
センサーが水栓陶器間の距離を感知し、感知距離を自動で調節します。
陶器と水栓の間に物が置かれていると、調節が正常に行われません。感
知距離が短いと感じた場合『感知距離の再調節方法』(P.39	) を参
照いただき、再調節をしてください。
	

●スイッチで水を出す
【手動スイッチ付の場合】
手動スイッチを押すと水 (湯 )が出ます。
もう一度押すと止まります。
１分間出し続けると自動的に水 (湯 )が止
まります。

【湯水切替スイッチ付の場合】
湯水切替スイッチを押すたびに「湯」と「水」
が切り替わります。
水(湯)を出したあと、約１分間経過すると、
あらかじめ設定してあるモードに自動的に
戻ります。
(初期設定は「水」になっています。)
【表示の色】
青：水が出ます。							赤：湯が出ます。

【「湯」「水」設定モードと設定方法】
湯水切替スイッチを3秒以上長押しすると表示の色が変わり、モード
が切り替わります。
※設定後も、電源プラグを抜いたり停電などで電源が切れると、初期設
定の「水」に戻ります。
夏場は「水」冬場は「湯」など必要に応じて設定していただけます。
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排水栓を開閉する
【ポップアップ付の場合】
ポップアップ棒を上げると排水栓が閉じ、
下げると開きます。
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凍結のおそれがある場合
水栓や配管が凍結すると部品が破損し、漏水の原因となります。
凍結による破損は、保証期間内でも有料修理となります。
凍結のおそれがある場合や、長期間使用しないときは、急な冷え込みにそ
なえて、凍結予防を行ってください。
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アクエナジーについて

発電のしくみ
内蔵された発電機により、使用時の水の運動エネルギーを電気エネルギー
に変換します。この電気エネルギーはコンデンサに蓄えられ、水栓の作動
エネルギーとして使用されます。
バックアップ用乾電池としてアルカリ乾電池単3形を４本使用します。
充電池は使用しないでください。

使用頻度と電池寿命
使用頻度によっては、発電量より消費電力の方が多くなり、バックアップ
用乾電池の寿命が短くなる場合があります。
以下の条件でご使用いただければ発電機＋バックアップ用乾電池で約10
年間電池交換が不要です。ただし、代表値であり保証値を表すものではあ
りません。

使用流量 1回あたりの
使用時間

周囲環境温度 最低使用回数

2.5L/ 分 5秒 25℃ 25回以上 /日
【設定条件】
※最低使用回数は均等な時間間隔で使用した回数で算出しました。
※土日祝日などで使用されない場合を考慮すると電池寿命は変動します。
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バックアップ用乾電池交換のお知らせ
センサーを感知させても吐水しない場合は電池切れのおそれがあります。
【電池切れの確認方法】
コントロールボックスの電池切れ表示ラン
プが赤色点滅 (4秒に1回の間隔 )してい
る場合は電池交換が必要です。
赤色点滅は、電池切れ後、約1週間続きます。
赤色点滅しない場合でも正常に作動しない
ときは電池切れの可能性があります。電池
交換をしてください。

水栓の使用頻度によっては10年以上電池の寿命がもつ場合があります
が、その場合でも液漏れなどの可能性があるため、10年以内で乾電池
の交換をお願いします。
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5.	センサーに手をかざして水が出るか確
認する。
電池を入れてから約30秒後にセン
サーが反応し水が出ます。

ネジ

コントロール
ボックス 1.	プラスドライバーでコントロールボッ

クス前面にあるネジを外し、カバーを
外す。
コントロールボックスの内部に水が
入らないように注意してください。
ネジは専用のものです。必ず付属の
ものをご使用ください。

2.	バックアップ用乾電池を外す。

3.	新しいバックアップ用乾電池をプラス
マイナスの表示を確かめて取り付け
る。
電池はアルカリ乾電池単3形を4本
を使用します。
新旧、異種の乾電池を混用しないで
ください。

4.	カバーを取り付け、ネジで固定する。
断線の恐れがあるため、コードを挟
みこまないようにしてください。

バックアップ用乾電池の交換方法
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日常のお手入れ
いつまでもご愛用いただくために、普段のお手入れは次のことに注意して
ください。

布などを使用したお手入れ
•	センサー部分はこまめに掃除をしてください。
※汚れや水滴の付着が誤作動の原因となります。
•	汚れは、乾いた柔らかい布で拭き取ってください。汚れがひどいときは、
薄めた中性洗剤を含ませた布で拭き取り、その後水拭きしてください。
•	水栓の裏側や狭い隙間などは、30cm程度の薄い布の両端を持ち左右
に動かしながら拭き取ってください。
•	お手入れ後は、水滴や汚れ、洗剤を残さないようから拭きしてください。
	 重要
商品の表面を傷めるおそれのある以下のものは使用し
ないでください。
•	クレンザー、磨き粉などの粒子を含んだ洗剤
•	酸性洗剤、塩素系漂白剤、アルカリ性洗剤
•	研磨粒子入スポンジ、ナイロンたわし、ブラシなど
•	シンナー、ベンジンなどの溶剤
※ヒビ割れや変形、変色、故障、性能劣化の原因となります。
	

•	お手入れの際、センサーに直接水または洗剤をかけないでください。
※誤作動や破損、故障の原因となります。
•	ナイロンたわし、ステンレスたわし、メラミンフォーム、ブラシなどは
使用しないでください。
※センサーにキズがつくと、正常に作動しなくなるおそれがあります。
•	壁面のタイルなどをカビ取り剤などで洗浄した場合は、タイルおよび水
栓を十分水洗いしてください。
•	着色されたうがい薬などが商品に付いた場合は、商品表面の変色の原因
となりますので、すぐに水洗いしてください。

※変色やキズがついてしまった場合は、お買い求めの取扱店・販売店また
は LIXIL 修理受付センターへお問い合わせください。
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水の出口の掃除
水の出口は、常に清潔な状態を保つように心がけてください。ご使用中の
はね返りや食材が水の出口に付着し、汚れる場合があります。清潔な歯ブ
ラシなどでこまめに掃除をしてください。
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定期的なお手入れ
長くご使用いただくために定期的な点検をおすすめします。以下のお手入
れで異常が見られた場合は、お買い求めの取扱店または LIXIL 修理受付
センターへ修理をご依頼ください。
また漏水している場合は、修理を依頼される前に止水栓または元栓を閉め
てください。

ストレーナーの掃除
流量が少なくなったり、水の出方が乱れる場合は、ストレーナーにゴミが
詰まっている可能性があります。以下の手順で掃除をしてください。

●単水栓の場合
1.	マイナスドライバーなどで止水栓を矢

印の方向いっぱいにまわす。センサー
に手をかざして水を出し、水が止まっ
たことを確認する。

2.	プラスドライバーでネジをはずし、コ
ントロールボックスのカバー、クイッ
クファスナーを取り外す。
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3.	コントロールボックスを上方向へ持ち
上げ、定流量弁、ストレーナーを取り
出したあと、歯ブラシ等を使ってスト
レーナーのゴミなどを洗い流す。
このとき、水が落ちますので、止水
栓の下に雑巾などを置いてください。
定流量弁を紛失しないようにしてく
ださい。

4.	ストレーナ－、定流量弁を元に戻し、
コントロールボックスを取り付ける。

5.	クイックファスナーをはめて、カバー
をかぶせ、ネジを取り付ける。

止水栓
開

6.	止水栓を矢印の方向いっぱいにまわ
す。
定流量弁を取り外してある場合は、
【最適流量の目安】(P.4) を参考
にセンサーに手をかざして水を出し
ながら、止水栓で流量を調整する。

7.	センサーに手をかざして水を出し、水
漏れしている箇所がないか確認する。
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●サーモスタット付の場合

1.	湯側、水側の流量調節栓 (2箇所 )を
矢印の方向いっぱいにまわす。セン
サーに手をかざして水を出し、水が止
まったことを確認する。

3.	ストレーナーホルダーを逆方向にまわ
して取り付け、流量調節栓を矢印の方
向にまわす。
定流量弁を取り外してある場合、【最
適流量の目安】(P.4) を参考に
センサーに手をかざして水を出しな
がら、流量調節栓で流量を調整する。

4.	センサーに手をかざして水を出し、水
漏れしている箇所がないか確認する。

2.	マイナスドライバーで流量調節栓外
側のストレーナーホルダーを取り外
し、ストレーナーのゴミなどを洗い流
す。
このとき、水が落ちますので、流量
調節栓の下に雑巾などを置いてくだ
さい。
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●湯水切替スイッチ付の場合
1.	湯側、水側の流量調節栓 (2箇所 )を

矢印の方向いっぱいにまわす。湯水切
替スイッチで湯に切り替えて湯を、水
に切り替えて水をそれぞれを出し、水
が止まったことを確認する。

2.	サーモスタット付と同じ作業となりま
す。「サーモスタット付の場合
(P.26) の手順2」以降を参照くだ
さい。
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泡沫口の掃除
流量が少なかったり、水の出が乱れてきてストレーナーの掃除 (P.24)
をしても解消されない場合は、泡沫口のゴミづまりが考えられます。次の
手順で掃除をしてください。

1.	止水栓 (流量調節栓 )を矢印の方向
いっぱいにまわす。

2.	センサーに手をかざして水を出し、水
が止まったことを確認する。

3.	排水口の中に部品を落とすおそれがあ
るため、排水口の上にタオルや洗面器
などを置く。

4.	付属の泡沫口取外工具で泡沫口を矢印
の方向にまわして取り外し、ゴミなど
を洗い流す。
泡沫口のパッキンを傷つけないよう
注意してください。

5.	泡沫口取外し工具で泡沫口を矢印の方
向へ止まるまでまわし、取付ける。
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6.	定流量弁を取り外してある場合は、流
量を調整してください。(P.34参
照 )

7.	止水栓 (流量調節栓 )を矢印の方向へ
まわす。センサーに手をかざして水が
出ることを確認する。

水まわりの漏水 ( 年 2回以上 )
洗面台やキッチンキャビネット内の水まわりの
漏水がないか点検してください。
見えない部分は特に注意が必要です。
劣化・摩耗などで部品が破損し、ケガをした
り、漏水して家財などを濡らす財産損害発生
のおそれがあります。

水栓本体のガタツキ ( 年 2回以上 )
水栓本体のガタツキがないかを確認してくださ
い。
水栓本体にガタツキがあるままご使用になる
と、配管に負担がかかり、漏水の原因となり
ます。
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温度調節ハンドルのお手入れ ( 月 1回 )
【スイッチなし、手動スイッチ付の場合】
温度調節ハンドルを水側にまわして水を出
したあと、温度調節ハンドルを湯側にまわ
して湯を出してください。最後に温度調節
ハンドルを希望温度に調節してください。

【湯水切替スイッチ付の場合】
設定が「水」になっている場合は、湯水切
替スイッチで「湯」にして湯を出してくだ
さい。設定が「湯」になっている場合は、
切替スイッチで「水」にして水を出してく
ださい。最後に希望の設定に元に戻してく
ださい。

電源プラグの掃除 ( 月 1回以上 )
電源プラグに付いたホコリを取り除いてく
ださい。
電源プラグにホコリなどがたまると、湿
気などで絶縁不良となり、火災の原因に
なります。電源プラグを抜き、乾いた布
で拭いてください。
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定期的な部品交換のお願い
安全 ･快適にご使用いただくため定期的な部品交換が必要です。お買い求
めの取扱店または LIXIL 修理受付センターへ修理をご依頼ください。
※部品交換の際は、商品状況により摩耗箇所以外の部品交換も必要な場合
があります。

摩耗劣化する部品の交換
•	部品が摩耗 ･劣化すると漏水などの原因となるため交換が必要です。
※保証期間外の各部品交換は、有料になります。
•	摩耗劣化する部品の例 (水栓の種類によって異なります )
例）	逆止弁、ハンドル、ハンドシャワー、シャワーホース、ソケット部、

バルブ部 (シングルレバーカートリッジなど )、パッキンなど

【サーモスタット付の場合】
逆止弁は3～5年を目安に交換してください。
逆止弁が正常に機能しなくなると、水が逆流するおそれがあります。また
漏水など予期しない不具合の原因となります。
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修理を依頼される前に
製品以外の不具合、ならびに製品以外に起因する当該製品の不具合につい
ては、保証対象外となります。

漏水している場合は、水側と湯側の止水栓を
閉めてください。
その後、「アフターサービスについて」をご
参照いただき、修理を依頼してください。

※止水栓の形状は機種によって異なる場合があります。
水が止まらない
センサーの表面が汚
れていませんか？

センサーの表面が汚れていると誤作動を起
こす可能性があります。汚れを柔らかい布
で拭き取ってください。

P.22

センサー近辺に障害
物はありませんか？

センサーの感知範囲にある障害物を取り除
いてください。 ー

取付可能な洗面器以
外と組み合わせてい
ませんか？

洗面器を感知している可能性があります。
取付可能な洗面器と組み合わせてください。 －

高温の湯しか出ない
水側の流量調節栓は
十分開いています
か？

「流量調節栓による流量調整のしかた」をご
参照いただき、流量を調整してください。 P.36

低温しか出ない
給湯器の設定温度は
希望の温度より低い
もしくは同じくらい
になっていません
か？

サーモスタット混合栓は、湯水を混合して
吐水温度を調節しています。給湯温度は
50℃以上60℃以下に設定してください。 ー

湯側の流量調節栓は
十分開いています
か？

「流量調節栓による流量調整のしかた」をご
参照いただき、流量を調整してください。 P.36
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湯水が出ない
止水栓または流量調
節栓は湯側、水側と
もに十分開いていま
すか？

「止水栓による流量調整のしかた」または「流
量調節栓による流量調整のしかた」をご参
照いただき、流量の調整をしてください。 P.34

断水中ではありませ
んか？

回復するまでお待ちください。 －

コンセントは通電し
ていますか？

停電ではないのに通電していない場合は、
ブレーカーを確認してください。停電の場
合は手動でご使用ください。

ー

電源プラグはコンセ
ントに差し込まれて
いますか？

電源プラグをコンセントに差し込んでくだ
さい。 －

バックアップ用乾電
池が正しくセットさ
れていますか？

正しくセットしてください。(乾電池を取
り付けてから水が出るまでに約30秒かか
ります。)

P.21

センサーの表面が汚
れていませんか？

センサーの表面が汚れていると誤作動を起
こす可能性があります。柔らかい布で拭き
取ってください。

P.22

ストレーナーや散水
板にゴミが詰まって
いませんか？

ストレーナーや散水板にゴミが詰まってい
る場合は取り除いてください。 P.24

センサーコードがコ
ネクターにしっかり
と差し込まれていま
すか?

コードをコネクターに差し込んでください。

－

流量が少ない
水圧が低くないです
か？

定流量弁を取り外し、止水栓または流量調
節栓にて流量を調整してください。 P.4

減圧弁付きの電気温
水器と組み合わせて
いませんか？

定流量弁を取り外し、止水栓または流量調
節栓にて流量を調整してください。 P.4
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流量が多い
定流量弁が取り外さ
れていませんか？

定流量弁を正しく取り付けてください。定
流量弁を取り付けて流量が少なくなる場合
は、取り外した状態で止水栓または流量調
節栓で流量を調整してください。

P.24

泡沫口根元から水が漏れる
泡沫口がしっかり締
め込まれています
か？

泡沫口をしっかり締め込んでください。
P.28

以上の確認を行っていただいても問題が解決されない場合は、「アフター
サービスについて」をご参照いただき、お買い求めの取扱店または LIXIL
修理受付センターまでお問い合わせください。

●止水栓による流量調整のしかた
【単水栓の場合】
止水栓を全開にします。流量が少ない場合は、以下の手順に従って調整し
てください。

1.	マイナスドライバーなどで止水栓を矢
印の方向いっぱいにまわす。センサー
に手をかざして水が止まったことを確
認する。

2.	プラスドライバーでネジをはずし、コ
ントロールボックスのカバー、クイッ
クファスナーを取り外す。
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止水栓
開

3.	コントロールボックスを上方向へ持ち
上げ、ストレーナーと定流量弁を取り
外す。
このとき、水が落ちますので、止水
栓の下に雑巾などを置いてください。

4.	ストレーナーから定流量弁を外し、ス
トレーナーを元の場所に戻す。

5.	コントロールボックスを元に戻し、ク
イックファスナーをはめて、カバーを
かぶせ、ネジを取り付ける。

6.	【最適流量の目安】(P.4) を参考
にセンサーに手をかざして水を出しな
がら、止水栓で流量を調整する。

7.	センサーに手をかざして水を出し、水
漏れしている箇所がないか確認する。
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●流量調節栓による流量調整のしかた
【サーモスタット付の場合】
湯側・水側両方の流量調節栓を全開にします。流量が少ない場合は、以下
の手順に従って調整してください。

1.	マイナスドライバーなどで湯側・水側
両方の流量調節栓を矢印の方向いっぱ
いにまわす。センサーに手をかざして
水が止まったことを確認する。

2.	プラスドライバーでネジをはずし、コ
ントロールボックスのカバー、クイッ
クファスナーを取り外す。
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5.	コントロールボックスを元に戻し、ク
イックファスナーをはめて、カバーを
かぶせ、ネジを取り付ける。

3.	コントロールボックスを上方向へ持ち上げ、ストレーナーと定流
量弁を取り外す。
このとき、水が落ちますので、サーモスタットの下に雑巾など
を置いてください。

4.	ストレーナーから定流量弁を外し、ストレーナーを元の場所に戻
す。
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6.	【最適流量の目安】(P.4) を参考
にセンサーに水をかざしながら、流量
調節栓で流量を調整する。

7.	センサーに手をかざして水を出し、水
漏れしている箇所がないか確認する。

●温度調整のしかた
【サーモスタット付の場合】
温度調節ハンドルの温度目盛りと吐水温度が合わない場合は、温度調節
ハンドルの調整を行ってください。

1.	ハンドルの目盛を気にせず、40℃の
湯が出るように温度調節ハンドルをま
わす。

2.	湯を出すのを止め、マイナスドライ
バーでキャップを外したあと、温度調
節ハンドルを回転しないよう注意しな
がら真下に抜き取る。

3.	温度調節ハンドルの目盛「40」が温
度表示ガイドにの下に来るように取り
付け、キャップをはめ込む。
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3.	カバーを取り付け、ネジで固定する。
コードを挟み込まないようにしてく
ださい。

●感知距離の再調節方法
感知距離が短いと感じたときは、センサーを掃除してください。(P.22
参照 )。解消されない場合は、以下の手順で感知距離の再調節を行ってく
ださい。
	 確認
センサーと陶器の間に物を置かないでください。
	

1.	プラスドライバーでコントロールボッ
クスの前面にあるネジを外し、カバー
を外す。

2.	センサーコードのコネクター (青色 )
のピンを指で押さえながら取り外し、
再度取り付ける。10秒後経過すると
調節が完了する。
この間にセンサーを感知させると正
しく調節できません。
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アフターサービスについて
1..修理サービスを依頼される前に

「修理を依頼される前に (P.32)」を確認してください。

  

 

 
 当社は、当社取扱商品のユーザーさま及び流通業者さま等の個人情報を商品納入にあたって取得し、
将来にわたる品質保証、メンテナンス、その他当社プライバシーポリシーに記載の目的のために利用
させていただきます。 
 個人情報の取り扱いについての詳細は、当社ホームページの「プライバシーポリシー」をご覧ください。   

 当社は商品の補修用性能部品（商品の機能を維持するために必要な部品）を製造打切り後最低１０年
保有しています
 保有期間が経過した後でも、故障箇所によっては修理可能な場合がありますのでご相談ください。  

。 この部品保有期間を修理対応可能の期間とさせていただきます。

4.   部品の保有期間について 

5.   アフターサービス等についておわかりにならないとき  
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仕様
単水栓 サーモスタット付

電源
100 Ｖタイプ AC100V(50/60Hz)
アクエナジータ
イプ

主電源：DC7V
バックアップ用乾電池：アルカリ乾電池単 3 形 4 本

消費
電力

スイッチなし、
手動スイッチ付

待機時 0.2W 以下、使用時 1.4W 以下

手動・湯水切替
スイッチ付

待機時 0.3W 以下、使用時 1.5W 以下

使用圧力範囲 0.05( 流動時 ) ～ 0.75( 静止時 )
MPa

0.05( 流動時 ) ～ 0.75( 静止時 )
MPa
水圧≧湯圧

使用水 水道水および飲料可能な井戸水（注 1）

使用環境温度範囲 0 ～ 40℃（注 2）

使用環境湿度範囲 90%RH 以下

適正流
量範囲

AM-300 系
AM-320 系
AM-320 Ｈ系

2 ～ 3L/ 分 (2.5L 定流量弁内蔵 )

AM-310 系 3 ～ 5L/ 分 (4L 定流量弁内蔵 )
感知方式 距離測定式赤外線センサー
感知距離 自動調節 ( 感知距離自動調節機能内蔵 )
感知エリア幅 φ 10mm
給水 ( 給湯 ) 接続 R1/2 PJ1/2

（注 1）： 飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をい
う。

（注 2）： 破損する恐れがありますので、凍結する可能性のある場所では使用しないでくだ
さい。
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 おところ 

 おでんわ 

 取付日 

 取扱店名 
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　（　　　）　　　ー  TEL（　　　）　　　－ 

）

 ホームページアドレス  https: //www.lixil.co.jp/ 

  

 ・保証書は再発行しませんので、紛失されないよう大切に保管してください。 
 ・ お客さまにご記入いただくこの保証書の個人情報につきましては、保証期間内の無料修理 対応およびその後の
安全点検活動のために利用させていただきます。 

 1.「取扱説明書」・「ラベル」などの注意書に従った正常な使用・維持管理状態で、保証期間内に故障した場合、無料修理いたします。 
 2. 無料修理をお受けになる場合、お買い求めの取扱店にご依頼のうえ、本書をご提示ください。 
 3. ご転居、ご贈答品などで、本書に記載の取扱店に修理を依頼できない場合は、取扱説明書に記載のお客さま相談センターまたは
LIXIL 修理受付センターにご相談ください。 

 4. 保証期間内でも、以下の場合、有料修理とさせていただきます。（免責事項） 
 ⑴  用途以外（車両、船舶及び使用頻度が極度に高い業務用等）に使用した場合の故障及び損傷等の不具合 
 ⑵  指定業者や施工説明書等に基づかない施工及び工事に起因する不具合 
 ⑶  お客さまが適切な使用・維持管理を行わなかった事による故障及び損傷等の不具合 
 ⑷  専門業者以外による移動・修理・分解などに起因する不具合 
 ⑸  建築躯体の変形（強度不足・ゆがみ）等製品以外の不具合に起因する当該製品の不具合 
⑹   経年変化使用に伴う外観上の現象（塗装の色あせ、もらい 等）または使用に伴う消耗部品の摩耗等により生じる不具合 
 ⑺  海岸付近、温泉地などの地域における腐食性の空気環境及び公害環境（煤煙、塩害、砂塵、各種金属粉、硫化水素ガスなど各種ガス）
に起因する不具合 

 ⑻  小動物（犬、猫、ねずみ、昆虫等）の行為または蔓（つる）や根などの植物の害に起因する不具合 
 ⑼  天災地変（火災、爆発等事故、落雷、地震、噴火、風水害、津波、地盤沈下、凍結、雪害等）に起因する不具合による故障及び
損傷 

 ⑽  戦争・暴動等の破壊行為または犯罪等の不法行為に起因する破損や不具合 
 ⑾  自然現象や住環境に起因する結露・染み出し・かび等の現象 
 ⑿  消耗品（浄水カートリッジ、パッキン、ヒューズ、電池等）類の消耗に起因する故障および損傷などの不具合 
 ⒀  温泉水、井戸水などであって水道法に定められた飲料水の水質基準に適合しない水を給水したことに起因する故障及び損傷不具合 
 ⒁  寒冷地仕様でない製品の場合の凍結による故障及び損傷 
 ⒂  給水・給湯配管の 、砂やごみなどの異物の配管内流入及び水あか固着に起因する不具合 
 ⒃  ガス・電気・給水等の供給で指定された以外の環境（異常ガス圧、異常電源・電圧・周波数、異常電磁波、異常水圧・水質、音、
振動等）に起因する故障及び損傷などの不具合 

⒄   保証書の期限切れまたは提示がない場合 
 ⒅  本書にお取付日・お客さまのお名前・取扱店名の記入のない場合、あるいは字句の書き替えられた場合 

 5. 本書は日本国内においてのみ有効です。 
 6. 本書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて、無料修理を行うことをお約束するものです。従って、本書によって、お客さま
の法律上の権利を制限するものではありません。保証期間経過後の修理など、ご不明な場合、お買い求めの取扱店または取扱説明書
に記載のお客さま相談センターにお問い合わせください。 

 7. 修理に必要な補修用性能部品の保有期間は、製造打切後10ヵ年です。 

 お客さまへ 

 無料修理規定（保証規定） 

修理のご依頼はLIXIL 修理受付センターまで商品のお問い合わせはお客さま相談センターまで

受付時間 平日 9:00～18:00
土日・祝日 9:00～17:00

（ゴールデンウィーク、夏期、年末年始の休みは除く)

TEL 0120-179-400
FAX 0120-179-430

※フリーダイヤルは携帯電話･
PHS ･IP電話などではご利用
できない場合がございます。

　下記番号をご利用ください。
TEL 0562-40-4050
FAX 0562-40-4053

■WEB修理依頼はこちら
　※24時間依頼可能

https://www.lixil.co.jp/support/

TEL 0120-179-411
FAX 0120-179-456

■お電話でも修理を承ります
　受付時間／9:00～19:00

GMS-2037(21040)

無効


